
第９回あづみのパークコミュニティ会議概要 

１ 日 時 平成31年１月30日（水） 午後２時から午後４時まで 

２ 会 場 国営アルプスあづみの公園管理センター２階会議室 

３ 出席者 安曇野穂高温泉旅館組合 組合長 辻谷 洋一 

安曇野ペンション協議会 理事長 薄井 満介 

安曇野市観光協会 副会長 太田 謙 
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堀金岩原区 代表区長 齋藤 正廣 

穂高牧区 区長 寺島 啓二 

安曇野案内人倶楽部 代表 等々力 秀和 

国土交通省関東地方整備局 長野国道事務所 公園課長 篠遠 富恵 

国営アルプスあづみの公園管理センター 管理センター長 緒方 京一、企画広報課長 内田 利幸 

安曇野建設事務所 所長 飯森 正敏、維持管理課長 西山 広一、維持管理担当係長 宮澤 俊吉 

烏川渓谷緑地 環境管理事務所 所長 佐々木 俊之 

長野県都市・まちづくり課緑化信州フェア推進室 主任 大村 一、主任 兼井 聖太 

安曇野市 商工観光部 観光交流促進課 課長 望月 淳利 

     教育部 文化課 主査 水谷 優美 

 都市建設部 部長 横山 正、都市計画課 課長 久保田 薫 

 課長補佐 中田 徹、主査 御子柴 昌善 

４ 会議概要 作成年月日 平成31年２月20日 

協議事項等 

Ⅰ．会議の概要 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 会議事項 

(１) 国営アルプスあづみの公園からの情報提供 

(２) 県営烏川渓谷緑地からの情報提供 

(３) その他の情報提供 

(４) 全国都市緑化信州フェア開催に合わせたスタンプラリーについて 

(５) 意見交換 

(６) その他 

４ 閉会 

 

Ⅱ．議事の概要 

１ 開会 

  薄井副会長 

２ あいさつ 



辻谷組合長 

 お忙しい中お集まりいただきまして、誠にありがとうございます。信州花フェスタ2019が４月の25日か

らですか、向けて本日が開催前最終の会議ということになりますので、慎重審議のほどをお願い致したい

と思います。今日はよろしくお願いいたします、 

篠遠長野国道事務所公園課長 

私、長野国道事務所の公園課長をしております篠遠です。どうぞよろしくお願いします。本来でしたら、

うちの大里副所長が挨拶をするという形なのですが、体調不良ということで申し訳ありませんが、代わっ

て私がご挨拶をさせていただきます。 

日頃より、皆様方には公園の事業につきまして、繰り返しご協力をいただきまして、厚く御礼を申し上

げます。おかげさまで公園につきましても、今年度１月20日現在で昨年よりも９千人ほど入園者を上回っ

ているという状況で、44万２千人になっているということでございます。約8.4％の増加という状況でご

ざいます。これは特に春先、特に菜の花ですとか、チューリップの認知度が上がってきたということで、

４月につきましては昨年の約２倍位の入園者増になっております。夏につきましても、昨年に比べて今年

度の特に夏、この時期は天候が悪かったのですが、全般的に天候が良くなったということで、８月につき

ましても、過去最高という状況でございます。それとイルミネーションですが、イルミネーションにつき

まして低迷が続いていたようなんですが、今年につきましては、企画競争と11月１週間早めに開催したと

いうところもありまして、両地区とも15％位の増加という状況で、少し盛り返してきたという状況でござ

います。 

このほか、昨年の４月から全国一律なのですが、入園料金の一部、こども無料化ということで、中学生

以下につきましては１年間の試行としまして、入園料無料と。若干その代り、大人料金410円が450円に値

上げさせていただいたのですけれども、その辺の影響ですとか、特にうちの公園につきましては、２地区

ありまして、２日券の投入というところが、入園者増にもつながっているのかなというところでございま

す。また、この入園料の試行につきましては４月以降につきましても、緑化フェアの期間中、中学生以下

無料ということが続くことになりますので、また引き続き地域の皆さま方に公園学習ですとか、行事等で

公園使っていただければという風に考えております。 

それからあと、毎年春に行われます、アルプスあづみのセンチュリーライドが今年度で10年目を迎えま

して、今年度新たに堀金・穂高スタートで80㎞と120㎞で緑のセンチュリーライドで新たなスタートで、

大体750人位増加になっておりまが、今までは主にやっぱり松本ですとか、宿泊が多かったのですが、そ

れが安曇野の方にもかなり宿泊者が増えたということで聞いてございます。また、今年につきましては、

桜と緑、両大会につきましても堀金・穂高スタートになりますので、両大会とも約750人位のプラスにな

るかと思います。 

最後に、会長さんも言われましたが、今年は全国都市緑化フェア、信州フェアが開催されます。公園と

しましても、県外から多くのお客様が来られますが、サブ会場として長野県さん、それから安曇野市さん

等々と協力しながら開催を盛り上げていきたいと思います。特に公園側としましては、チューリップが昨

年は24万球ですが、フェア効果合わせて38万球。プラスあとユリの開花リレーというところで考えてござ

います。また期間中、月曜日が休園日になってございますが、その月曜日につきましても、期間中につき

ましては全て開園するということで対応させていただきますので、またよろしくお願いしたいと思いま

す。簡単ではございますが、私の挨拶とさせていただきます。よろしくお願いします。 



 飯森安曇野建設事務所長   

    皆さまこんにちは。安曇野建設事務所長の飯森正敏でございます。本日お集まりの皆様には日頃から、

私ども安曇野建設事務所に対しまして格別のご支援・ご協力をいただいております。本当にありがとう

ございます。感謝を申し上げたいと思います。 

さて、本年度の烏川渓谷緑地の来園者数ですが、約４万人ということでございます。昨年が３万強と

いったところでございまして、特に７月８月にですね、8500人ほど増えました。多分、天気が良くて大

変暑い夏であったので、都内から涼を求めて来られた方がその原因ではないか、このように思っており

ます。さきほどから出ておりますけれども、いよいよ第36回全国都市緑化信州フェア開園が迫ってまい

りました。来場者を万全の態勢でお迎えできるよう、本日このような会議を通じまして、皆さま方とし

っかり打ち合わせ・情報共有を図りながら取り組んでまいります。 

建設事務所の今の状況でございますが、まず道路管理者と致しまして、高速道路の安曇野インターか

ら国営公園までのアクセス道路、ここの舗装の打ち替え、これは順調に進んでおりまして、既に何か所

か施工済みでございます。今度のこの寒い時期を避けまして、フェアの開幕直前まで舗装の工事を行っ

てまいります。また、この下の山麓線烏川橋南の交差点改良です。先般、１月の22日にバイパスへと道

路を切り替えました。まだ旧道との取り付けと言いますか、今の現道との工事等残っておりますけれど

も、交通が確保できるようになりました。公園のエントランスとなる県道の豊科大天井岳線につきまし

ては、新聞とかテレビに出ておりましたが、交差点の所に南農の生徒さんによるミニ公園ができて、こ

れも完成いたしました。沿道に設置いたします、フラワーポッド約400箱、これは既に植え付けが完了

をいたしております。肝心の公園でございます。ベンチ、テーブル、園路あるいは防護柵、こういった

ものも新しくいたしました。また、水辺エリアでは反対の穂高地区に駐車場を新設いたしました。そし

て、森林エリアの砂利の駐車場、ここもアスファルトの舗装に打ち替えを致しました。このように、ハ

ード整備につきましては、ほぼ完成を致しまして、準備は順調だと、このように思っております。 

このような会議を通じまして、皆さま方と情報共有や意見交換を行っていくことが、安曇野市の地域

振興の一助につながっていくのではないかと、このように考えております。そのためには、是非私ども

の公園も更に利用をしていただきたいと思います。本日はよろしく願いいたします。 

横山安曇野市都市建設部長 

   皆さん大変お疲れ様でございます。都市建設部長の横山でございます。日頃より、安曇野市政の運営に

つきましてご理解とご協力を賜っていることに対しまして、改めて感謝を申し上げます。本日は第９回目

のあづみのパークコミュニティ会議ということで、皆さまにはお忙しい中お集まりいただき大変ありがと

うございます。 

この会議は、情報交換をさせていただき、それぞれの活動をお互い理解しあいながら相乗効果をもたら

す、ということでございまして、先程のご挨拶の中でもございますが、いよいよ第36回全国都市緑化信州

フェアも本市で開催まであと85日となったところでございます。それぞれの公園、また、それぞれの事業

活動の中を通しまして、このフェアをきっかけにさらにこの地域が活性化、盛り上がればという風に思っ

ているところでございます。フェアにつきましては、長野県と中信４市との共同開催ということで、全国

的にも初めてのケースということでございます。私ども安曇野市としましても、４市共々お客さんを呼び

込むためのお役だと思っておりますが、今日の会議は是非、安曇野により大勢の方が来て長時間滞在して

いただくことにつながればと考えておりますので、より一層の情報交換をさせていただければと思ってお



ります。また、今回フェアの開催期間中は、首長それぞれ申し上げておりますが、安曇野を訪れていただ

く一番良い時期だということで、４月の終わりでアルプスに残雪が残り、田園風景も水が張られて非常に

良い景色だったり、リンゴの花も咲いたり、というところでございますので、安曇野の良さを是非、県内

外に方に知っていただくという機会にしたい、という風に考えておるところでございます。 

後程、市の準備状況を担当の方からご説明させていただきますので、よろしくお願いしたいと思います

し、一番は前々からお話をさせていただいております、市独自のスタンプラリーにつきまして計画のほう

を練り込んでございますので、皆さまからのご意見をいただくなか、成功に収められればと考えていると

ころでございます。本日はみなさんお世話になりますが、よろしくお願いいたします。 

３ 会議事項 

(１) 国営アルプスあづみの公園からの情報提供 

ア 国営公園からの情報提供（長野国道事務所 篠遠公園課長） 

     お手元の資料、これまでの利用状況、こちらのほうご覧になっていただきたいと思います。１枚目

上の右下の方に１ページと書かれました、こちらのほう説明させていただきます。これは年度ごとの、

それ ぞれの地区ごと、堀金・穂高、大町・松川地区の地区ごとのこれまでの入園者数です。平成27

年から29年位まで43万人前後というところで、30年度を見ていただきますと、先程ご説明させていた

だきました昨年度43万３千人に対しまして、30年度１月20日までですが44万２千人ということで既に

昨年を上回っているという状況でございます。伸び率が8.4％増という状況です。下の棒グラフにつき

ましては、各月ごとの入園者数です。その中で特に今年度４月につきましては、例年の２倍位。これ

はやはり菜の花それからチューリップと、あわせて今年かなり春先陽気が良かったというところで、

チューリップの開花等もかなり早くなって４月に伸びがきている。その分若干なんですが、５月につ

きましては少し菜の花でもチューリップにつきましてもゴールデンウィークのところで少し厳しい状

況になってきておりますので、若干減っていると。ただ、トータルとしましては、かなり伸びている

状況でございます。それから夏につきましても、天候が良かったということで両地区合わせますと過

去最高の人出となってございます。それから、11月12月がイルミネーションの時期ですが、こちらの

方につきましても、特に11月１週間早めたりとか、企画競争でイルミネーションの計画をさせていた

だいて、その中で堀金・穂高地区につきましては日本一長いイルミネーションのトンネルということ

で500m、大町・松川地区につきましては、ハート形の電飾を使って約500個をつけて、そこら辺も含め

て両地区とも約15％位の伸び率になってございます。 

     １枚めくっていただいて３ページ目をご覧ください。これは先程のイルミネーションの写真でござ

います。右肩下がりになってきておりましたが、30年度両地区で約15.9％増８万３千人、それから堀

金・穂高で16.5％、大町・松川地区で14.8％という状況でございます。これから各機関の状況ですが、

４ページ目につきましてはお盆期間中の利用状況ということで、お盆の13日から16日までの利用者数

ちょっと昨年より下回っているのは、丁度お盆期間中の３日間が天候不順であったというところと、

曜日の関係で土日を挟まなかった、12日が日曜日ということで平日というところもあって、利用者の

方が少なくなっている。ただ、サマーイルミネーションにつきましては昨年より増えたり、特に水遊

びですとか、大町のスプラッシュリバーですとか、こちらの方はかなり利用者が多くなってきて８月

の過去最高という風につながっている状況でございます。 

     次の５ページをご覧になっていただきたいと思います。これはゴールデンウィーク期間中の利用状 



況でございます。ゴールデンウィークにつきましては、新規開園などもありまして25年から右肩上が

りで上がってきている。今年度につきましても、過去最高の３万１千人、前年比で8％増という状況で

ございます。それから下段でございますが、アルプスあづみのセンチュリーライド。30年度で丁度10

年目を迎える節目でございます。そこに参加者の推移の表の中、非常に見づらくなって申し訳ありま

せんが、30年度の全体数で3836人、これは桜・緑両方合わせた数字ですが、そのうちの上から２段目

の県外というところをご覧になっていただきますと、3443人ということで９割を超えていると、前日

受付でほとんどの方は、県外の方は宿泊をされているという風に聞いております。それから下段の表

につきましては、他県の状況ですと北海道、南は九州の方から参加されているという状況でございま

す。それとあと、31年今年につきましては、さらに昨年緑のセンチュリーライドのみ堀金・穂高スタ

ートで約750人位が追加になっておりますが、来年につきましては、昨年と同様に750人位、80㎞と120

㎞のスタートが堀金・穂高スタートになりますので、こちらの方でもまたさらに増えるという、トー

タルで4500人近くになるのではなかろうかという状況でございます。宿泊につきましても、かなり今

年安曇野に宿泊された方が多かったと、また今年につきましては桜・緑とも宿泊の方が増えると思い

ますので、またよろしくお願いしたいと思います。 

あと先程も言いましたように、公園の運営料金につきまして、また４月以降も中学生以下無料と２

日券もそのまま継続ということになりますので、またよろしくお願いしたいと思います。あと、公園

の無料入園日。まだ実際には公表されておりませんが、今年も５月の３日４日の日無料入園日という

ことで対応させていただきたいと思います。併せて、２月の24日になりますが、国家的な事業で、天

皇陛下の即位30周年の記念事業としまして、公園の入園料無料となりますので、またご利用いただけ

ればと思います。私の方から以上です。 

イ 公園イベント等について（国営アルプスあづみの公園管理センター 内田企画広報課長） 

  お手元の資料をご覧ください。あづみの公園管理センターの31年度の維持管理計画について説明し

たいと思います。周辺の地域住民の皆さま、それから観光で訪れるお客様に安全快適に公園を満喫し

ていただくために、北アルプスを背にした公園のポテンシャル、さらに安曇野地域の魅力を最大限に

活用した地域連携事業やイベントを展開していきたいと考えています。繰り返しご説明にありました

通り、４月25日から６月15日に関しましては、信州花フェスタということで、こちらがサブ会場にな

るということで、公園の既存の事業をこのフェアの一部として実施していきたいということで、積極

的に関与させていただければと思っております。事業展開・スケジュールに関しては、ご覧の通りで

ございます。 

  めくっていただきまして、春夏秋冬季節ごとのイベント概要をご覧ください。春に関しましては、

さきほどの通り信州緑化フェアと連携し、花と緑をテーマにした、家族で思いきり楽しめるようなイ

ベント展開を土日祝日を中心に考えていきたいと思います。この間、今年度はジュニアにおけるお客

さまにご来園いただきまして、特に今ご説明がありました通り堀金・穂高地区に関しましては、菜の

花・チューリップ大変人気がありまして、定着してきまして、多くのお客さま“よく穂高出来てるな”

と言うような状況にございます。春に関しましては一番お客さまが集まるということもありまして、

地域住民の皆さまには交通対策等、ご心配かけているところでございますが、そういった対策も講じ

ながら公園運営していきたいと考えております。夏に関しましては、公園の北アルプスから流れてく

る水を活用して水上アスレッチクやニジマスのつかみ取りなど、体験イベントを展開していきたいと



思います。特に、市では穂高プールが閉鎖になるということもありますので、こういった水遊び、し

っかり泳げるわけではないんですが、水遊びでお客さまに楽しんでいただくような展開を取り組んで

いきたいと考えています。それから、サマーイルミネーションに関しましては、31年度で４回目にな

りますが、安曇野の静かな夜と烏川渓谷の水、こちらを充分にお楽しみいただけるようにしていきた

いと思います。このイルミネーションに関しましては、１万人を超えるお客さまに来ていただいてお

りますので、新しい安曇野の風物詩として定着できるようにしていこうと考えております。秋に関し

ましては、コスモスの花フェスタということで展開していきたいと思います。また、無料入園日もご

ざいますので、そこはアウトドアパークということで、安曇野地域でのアウトドア活動をお客さまに

楽しんでいただけるようなイベント展開をしていきたいと思います。それから、ドッグランが新しく

できていますので、ペットと楽しめる公園ということで、いろんなお客さまのニーズに応えられるよ

うな展開をしていきたいと考えています。 

  次のページに関しましては、ツインイルミネーションでございます。先ほど説明していただいた通

り、日本一にこだわった展開を今年実施できました。70万球という球数が最大限に活用しまして、大

町・松川地区と連携をして実施しております。近隣の宿泊事業者の皆さま等に、このイルミネーショ

ンを軸にして地域連携事業も展開していきたいと思っております。また、幼稚園児等にもイルミネー

ション点灯式などに参加していただいて、参加性の高いイベントとして、地域住民の皆さまのご支援

も得まして、実施していければという風に考えております。このイルミネーションですね、今年度は

そういった方針ということで、日本一にこだわった展開をしましたので、先程もご説明していただい

た通り、８万人を超えるお客さまにご覧いただいております。写真が、左の方が500ｍの光のトンネ

ル、右手が大町・松川地区で展開したハートのイルミネーションでございます。冬イベントに関しま

しては、今も実施しておりますが、インドアガーデンということで、左がチューリップ、右が菜の花

の庭でございます。雨でも寒くても大丈夫ということで、あずみの学校と大きな博物館の建物を活用

して、一足早い春を楽しんでいただける所でございます。続きまして、その他のところですが、都市

緑化フェアの取り組みということで、サブ会場になっておりますので、我々もこの間、スプリングフ

ェスタということで毎年イベント展開していますが、この緑化フェアにバージョンアップするなどし

て、積極的に協力・参画していきたいと考えています。緑化フェアの間にあります、一番大きなイベ

ントですね、早春賦音楽祭でございます。こちらも緑化フェアのイベントの一部として位置付けてい

ただきまして、県外のお客さまも増える時期でございますが、早春賦歌にゆかりのある安曇野地域の

PRにもつながっているということで、今年も安曇野市観光課の皆さんや教育委員会の皆さん、地域の

早春賦愛唱会の皆さんと連携しながら、成功に向けて努力していきたいと考えています。 

  めくっていただきまして、センチュリーライドのところでございます。こちらも先ほど説明してい

ただいた通りでございますが、自転車事業に関しましては、安曇野市の皆さま方も積極的に活用して

いこうということで、市長さん以下推進しているところですが、大町・松川地区でございますが、大

北地域でも県の北アルプス振興局さまの方で自転車利用に関しては活用していこうようなこともあ

りますので、大町・松川地区も含めた中で、自転車事業をしっかり我々も実施していきと考えている

ところでございます。それから、堀金・穂高地区の隣の烏川渓谷緑地、こちらは無料開園日には門扉

を開放して、双方の往来ができるようにしておりますが、イベントもノルディックウォーキングなど

のイベント展開も行いまして、引き続き連携していろいろな事業に取り組んでいきたいと考えていま



す。それから、地元との連携事業でございますが、公園が所在する地元の皆さまと一緒に自然や伝承

文化に関する市民活動を推進していきたいと考えています。観光誘客事業でございますが、こちらも

長野県をはじめとした観光機構さま、安曇野市の観光協会のみなさん、温泉郷のみなさん、ペンショ

ン協議会の皆さまと一緒に、安曇野地域に誘客するために皆さまと連携を図りながら営業活動を行っ

ているということでございますが、我々のほうも花の見所や体験施設の一覧表など作成するなどしま

して、積極的に大都市圏の旅行会社の方々にも、安曇野に来ていただくよう提案していきたいと考え

ております。それから、農家民泊事業でございますが、こちらの安曇野市をはじめ大町、松川の農家

の皆さまと連携をしまして、農家民泊事業を推進しています。公園プロデュースによる事業展開でご

ざいます。国営公園のほか、地域の観光施設の立ち寄りも行程に入れていただくなどしておりますが、

引き続きこちらの事業も積極的に取り組んでいきたいという風に考えています。地域文化伝承や自然

資源活用の取り組みございます。特に、テーマ展示館「あづみの学校」におきまして、天蚕を活用し

ましたイベント展開、そういったこともしておりますが、安曇野地域の景観や豊かな風土・文化の保

全と創出に引き続き取り組んでいきまして、特にオオルリシジミに関しましては、保護対策会議の皆

さまや、地元の南安曇農業高校の皆さまと連携して、貴重で希少な生き物や、それを育む環境保全に

取り組んでいきたいと考えています。 

先ほど、春の花修景ということで定着してお客さまが増えているというようなことを説明しました

が、最後のページがそのチューリップをはじめとした花修景の取り組みでございます。こちら先程の

説明の通り、花フェスタと連携をするというなかで、フェスタの皆様にご協力いただきまして、チュ

ーリップの品種数・株数も増加して楽しんでいただけるというようなことで準備しているところでご

ざいます。それから、ゴールデンウィークを中心にした菜の花、夏に関しましてはヒマワリ・サンパ

チェンス、地元の花を活用した修景展開ですね、秋はコスモスの展示をしているというところでござ

います。以上でございます。 

（２） 県営烏川渓谷緑地からの情報提供 

ア 建設事務所からの情報提供（安曇野建設事務所 宮澤維持管理担当係長） 

  資料でございますが、A4横の烏川渓谷緑地工事概要図と書かれました２枚綴りのペーパーになりま

す。そちらをご覧ください。 

  烏川渓谷緑地の工事概要図でございまして、左上に森林エリア、真ん中下に水辺エリアの模式図がご

ざいまして、平成29年度までに実施した事業を青で示させていただきまして、今年度実施したものを赤

で、来年度以降実施というものを黄色で示させていただいております。当年度の赤い事業のところだけ

をご説明させていただきたいと思いますが、まず左上の森林エリアでございますが、森林エリアの駐車

場今まで未舗装でありましたが、ここをほぼ全面アスファルト舗装で、あと快適性と環境への影響も考

慮しまして透水性という形で舗装をさせていただいております。下の水辺エリアにつきまして、右側で

すけれども、水辺エリアの下のところに左岸側の園路がございますが、園路とあわせて駐車場の整備を

透水性の舗装にて実施してございます。それからあと、右岸側の木製の木道がありまして、かたざんろ

うみたいなのがありましたが、それを再生木材を使ったもので更新してございます。それから、駐車場

の入口の所の園路の舗装も透水性舗装によって実施してございます。それから、下の真ん中ほどにあり

ますが、ここが黄色になっておりますが、一応黄色で赤枠の印がしてございますが、これは現在継続中

ということで解釈していただければと思いますが、環境管理事務所の周辺の舗装の更新と、北側の小野



沢駐車場からの園路の舗装も更新を、いま契約になったところでございまして、一応フェア前に舗装を

終えるような予定で進めていきたいという風に考えてございます。 

  １枚めくっていただきまして、裏面に参りまして、烏川渓谷緑地の来園者数の推移をお示ししてござ

います。まず棒グラフでございますが、平成30年度が一番右側にございまして、平成30年度が12月31日

現在の数字でございますが、３万9800人ということで、現時点で既に過去２番目、平成27年度に次いで

２番目の来園者数が、多くのお客さまに来ていただいた状況でございます。累計としましては、折れ線

グラフの方に示させていただいてございますが、49万6200人ということでございます。はじめの所長の

あいさつにもございましたが、夏非常に暑い時期が続いたこともありまして、７月８月の入場者が非常

に多かったということが、この人数に反映されているかなという風に、平成27年度に関しましては、昨

年来ちょっと説明はさせていただいておりますけれども、旅行会社のミステリーツアーの１か所に挙げ

られた関係上突出して多くなってございますが、そういった特別なあれが無い年としましては過去最高

というような状況となってございます。 

  次のページにいきまして、信州花フェスタに対応しましての準備状況でございます。これが県道の豊

科大天井岳線の入口の部分でございます。まず、右上にございますけれども、南農のDIYプロジェクト

によりまして、石庭が製作されております。新聞等でも紹介しておりますけれども、石庭が完成してお

りまして、それからこれも新聞でも出ておりましたけれども、南農の生徒さんによりまして、フラワー

ポッド100個並べるということで、既に苗付けを学校の方で準備しておりまして、プランターの方に移

植するようなタイミングになってきておりまして、まだプランター自体は学校の方にありますけれど

も、そこで育てていただいて、４月になりましたら入口付近に設置していただくというような準備でご

ざいます。そうしまして、それから公園までの入口の部分でございますが、せっかく南農さんのところ

でやっていただけるという話の中で、この公園の入口もうちょっと何とかしたいな、という思いはあっ

たんですけれども、タイミング良く公園財団さん、たまたま烏川渓谷緑地と国営公園さんが同じ指定管

理者で財団法人公園財団さんにお願いしている訳でございますけれども、そちらの方から無料の苗の提

供が入って、それで1400ポッドを無料で手に入れることができたということがございまして、せっかく

だったらそれを利用しようじゃないかということで、フラワーポッド300を用意しまして、その準備状

況ということで、その下の真ん中に写真がございますけれども、公園財団さんと長野国道さん、あと安

曇野建設事務所の職員と三者で協力しまして、フラワーポッドに移植して今現在は国営公園さんの中で

春を待っているというような状況になってございます。ですので、４月になりましたら、このフラワー

ポッド300も、南農さんの準備していただけるフラワーポッドと同じような感じで、まだちょっと並べ

方はどうしようかということで、いろいろ工夫が必要かもしれないのですけれども、一応そこのところ

に300を置くというような形で、一応ここの入口の部分は400個置かれるような状況に予定をしてござい

ます。あと、左の下のところにイメージ図ということで書いてございます、こちらのほうが高木という

んですかね、これが森林税を活用した植樹ということで、既にあそこの玄関口のところに植樹マスを作

ったところに、コブシを17本ですか、既にこれ12月に植栽してございます。この間にフラワーポッドが

置かれるというようなイメージでございます。以上が建設事務所からの情報提供でございます。 

 イ 公園イベント等について（烏川渓谷緑地環境管理事務所 佐々木所長） 

   長野県烏川渓谷緑地都市緑化信州フェア期間中の行催事取り組みについて（案）ということで、ご説

明をさせていただきます。資料につきましては、お手元にお配りしておりますA4縦の１枚の資料になっ



ておりまして、そちらをご覧ください。まず、期間中の行催事の取り組みということで、平成30年度、

今年度の丁度そのフェアの期間中に開催したものと、31年度に行おうとしている案の計画表ということ

で、資料を作成させていただいております。前回４月から６月までの間で回数にしまして５回、体験プ

ログラム実施しておりますけれども、フェアの期間中につきましては、下の段になりますけれども、ま

だ案で調整中のものも確定しておりませんのでいくつか、数のほうが多くなっておりますけれども、今

こういった内容で進めさせていただいておりまして、実行委員会さんで行っていただくイベントも含め

て12回ほど行っていきたいと、中には期間中イベントとしてカタクリウィークス・オオルリウィークス

といったようなことで、地域の皆さまの要望を受けてですね、期間中に対応していくようなものを踏ま

えてですけれども、拡充して実施したいかなという風に考えて計画・準備を進めているところでござい

ます。それと一番下の段になりますけれども、丁度フェアの終盤に近づくところではありますけれども、

緑地の方の上のほうで苔の観察会といったものも計画されておりますけれども、バス会社の旅行企画ツ

アーのほうがお話をいただいておりまして、６月12日16日につきましては、団体旅行がうちの方に来て

いただけるというような情報も頂戴しておりますので、そういったものの対応も含めて、期間中対応し

てまいりたいという風に考えております。以上になります。 

（３） その他情報提供・提案  

ア 全国都市緑化信州フェアのイベントについての説明。－詳細は別紙資料へ。 

・メイン会場について。                      （フェア推進室 兼井主任） 

 ・サブ会場について。                       （フェア推進室 大村主任） 

 ・スタンプラリーの概要について。              （安曇野市都市計画課 中田補佐） 

イ 市からの情報提供 

・信州花フェスタ期間中の市の取り組みについての概要説明。 

詳細は別紙資料へ。                  （安曇野市観光交流促進課 望月課長） 

・15回目を迎える早春賦音楽祭会場周辺で予想される交通渋滞についてのご理解・ご協力のお願い。 

                      （安曇野市文化課 水谷主査） 

ウ 構成団体からの情報提供 

    ・安曇野屋敷林フォーラム、まちゼミ・まちなかカレッジ、百選かわら版についての説明。 

     詳細は別紙資料へ。               （安曇野案内人倶楽部 代表 等々力 秀和） 

・岩原地区のガイドブックの説明。 

詳細は別紙資料へ。         （岩原の自然と文化を守り育てる会 事務局長 南 健児） 

（４） 全国都市緑化信州フェア開催に合わせたスタンプラリーについて（事務局提案） 

・開催スケジュールと実施概要 

・景品と抽選 

・スタンプおよび台紙のデザイン 

・周知用ポスターのデザイン案と配布場所 

・PR方法と期間 

・経費と支払方法 

上記項目に対して事務局から説明後（詳細は別紙資料へ）、参加施設、費用負担、運営方法、当選確率

に対して意見・指摘が出された。 



その後、事務局提案－全国都市緑化信州フェア安曇野市スタンプラリー 提案について承認 

今後、官庁・民間との交渉を進め、内容面を詰めていき、進める。 

（５） 意見交換 

   意見なし。 

（６）その他  

・猿害についての経過報告と今後の対策 

昨年12月21日－岩原口から山に登っていく所にある、墓地の下の栗の木の所から猿の出入りを確認。 

同23日－栗の木を伐採。その際、堀金口の門扉の周辺にも同じように出入りしている場所があ

るという報告を受ける。詳しい場所については不明のため、後日調査。 

      １月５日－出入り場所を確認。 

     同15日－同様に伐採。 

  今後何か申し出等あれば対応する。今のところは様子見状態。 

・スタンプラリーについて、改めて各団体さまに再度ご説明させていただきたい。(事務局) 

・次回のパークコミュニティ会議は６月の下旬頃を予定している。(事務局) 

・イベント等で地域を盛り上げることは良いと思うが、地域住民のことももう少し考え、違法駐車や交通

マナーに対して注意をしてほしい。 

４ 閉会 

  薄井副会長により閉会 

 












































































